
平成 30年度公立高等学校卒業者の進路状況について 

学びの改革支援課 

１ 概要について 

（１）四年制大学等への進学について 

○国公立大学と私立大学を合わせた四年制大学への進学者数は 5,794人で、昨 

年度より 51人減少。但し、大学進学率は 38.2％（昨年度は 37.8％）で 0.4％ 

増加。推薦・ＡＯ入試による進学者は 2,527人で、昨年度より 149人増加。 

  ○短期大学への進学者数は 1,012人で、昨年度より 157人（0.9％）減少。 

○専修学校等（海外教育機関を含む）への進学者は 3,633人で、昨年度より 

86人増加。 

  ○就職者数は 3,126人で、昨年度より 106人減少。 

（２）進学努力継続者・「家居等」について 

  ○進学努力継続者は 1,288人（予備校入学者 1,128人、自宅学習者 160人）で、 

昨年度より 124人減少。 

○「家居等(自宅学習者含む)」は 460人で、昨年度より２人増加。 

（３）県内・県外への進学者及び就職者の割合について 

○四年制大学の進学者の内訳は、県内が 1,243人（21.5％）で、昨年度 1,185 

人（20.3％）より 58人（1.2％）増加。県外が 4,551人（78.5％）で、昨年

度 4,660人（79.7％）より 109人減少。 

  ○信州大学への進学は 400名で、昨年度 374人より 26人増加。開学２年目と

なる長野県立大学へは、85人が進学し、昨年度 124人より 39人減少。 

○就職者の内訳は、県内が 2,823人（90.3％）で、昨年度 2,973人（92.0％） 

より 150人減少。県外が 303人（9.7％）で、昨年度 259人（8.0％）より 

44人増加。 
 

２ 今後の対応について 

  ○変化を続ける社会の中で、すべての生徒が社会的・職業的に自立し、自分ら

しい生き方ができることを目指し、キャリア教育の諸施策を一層推進する。 

  ○高大接続改革、新学習指導要領の実施も踏まえ、すべての生徒の基礎学力の

定着、学力の３要素の育成を目指して、生徒の学びが「主体的・対話的で深

い学び」となるよう、授業改善に向けた事業を推進する。 

  ○変化の激しい予測困難な時代にあって、自ら問いを立て、仲間と協働して解

を導き、新しい価値を創造していくことができる資質・能力をもつ人材（＝

アクティブラーナー）を育成するための諸施策の充実を図る。 

○進路状況調査について、今後各校が作成する「３つの方針」の中の「生徒育

成方針」に基づいた進路実現状況や、生徒一人ひとりの学びの蓄積や目的意

識に基づいた進路実現の様子がわかる指標の設定を検討する。 




